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１．助成事業報告 

事業名 
プロレス観戦で地域交流！ 

～はじめてのプロレス、はじめましての私たち～ 

目的 

・西多賀支援学校の先生方、在校生、地域の方々と患者（入院中

の患者だけでなく、在宅療養している患者も含める）との交流の

機会が得られ、今後の地域交流のきっかけを作ることができる。 

・通常よりも疲れることなく、飽きることなく、お金を気にせず、

気軽に観戦でき、普段あまり触れることのないプロレスを通し

て、ものごとへの関心、意欲を促すことができる。 

実施内容 

・仙台西多賀病院との連携 

・仙台西多賀支援学校との連携 

・周辺地域との連携 

・センダイガールズプロレスリング株式会社へ依頼し、

女子プロレスの試合開催 

・入院患者、在宅患者、学校の生徒、地域の方々と一緒

に女子プロレスの試合を観戦 

・トークショーを通し、プロレスの知識を深め、選手と

の交流を図った 

・ゲームを通して参加者間でも交流を図り、互いの理解

を深めた 

・企画や運営の際に、患者にアルバイトとして役割を依

頼し、「就労経験」を提供した 

 

 



開始から終了までの

流れ 

 

11時 30分 設営 

センダイガールズさん来所（里村明衣子選手、DASH チ

サコ選手、愛海選手、ほかスタッフ 6名） 

13時 00分 スタッフ集合 

      （受付係、案内係のアルバイト配置） 

13時 30分 受付開始 

14時 00分 開始、代表あいさつ 

14時 05分 センダイガールズさんに司会進行をお任せ 

：センダイガールズさんの紹介、選手紹介等をパンフレ

ットに基づき実施。 

14時 15分 試合開始。DASHチサコ選手 VS愛海選手、

レフェリーを里村選手。試合前に里村選手からルール説

明。試合中もスタッフから応援の掛け声などをアシスト

してくださり、初めての人も盛り上がれるように工夫し

ていただけた。 

14時 45分 休憩をはさんでトークショー開始。「今まで

対戦して一番強かった選手は？」「尊敬している選手

は？」などの質問のほか「技をかけてほしい」というリ

クエストもあり、リングに上がらせてもらえた人もいた。

途中途中で、クイズ形式にこちらに問いかけしてもらい、

参加者は周りと相談しながら回答するなど会話しながら

楽しんでいる様子だった。 

写真撮影やサインにも快く対応していただき、それぞれ

会話を楽しみながら、撮影、サイン、握手などを依頼し

て、交流を深めた。 

15時 30分 閉会、片付け 

15時 45分 スタッフ解散 

16時 15分 撤去終了、センダイガールズさん帰宅 

 

活動の成果と教訓 

 

・障害や病気を抱えていると、対人関係が希薄になり、

限られた人たちとしか関わらないことが多いが、今回の

企画を通し、プロレスラーやそこで働く人たちをはじめ、

興味があって集まった人たちと交流することで、社会参

加のきっかけづくりになった。 

・プロレスという馴染みの薄い競技に触れ、知的好奇心

を刺激されたことで、自身の新しい趣味の展開や触れた

ことのなかった分野にも目を向けてみようという気持ち

を促すことができた。 

・ポスター作製や当日スタッフをアルバイトとして依頼

したことにより、責任をもって仕事を担うことやそれに

よって報酬が得られるという喜び、また、それを周囲と

協力して進めるという達成感などを経験できた。 

・企画、運営に慣れていないこともあり、メンバーの中

にはうまく段取りができずに、戸惑う様子もあったため、

フォロー役を準備することも必要と感じた。 



今後の展望など 

・好評であったため、場所を変えて再度企画し、もっと

多くの人に楽しんでもらえるような工夫、準備をしたい。 

・「自分だけだとためらってしまう」「なかなか馴染みが

ない」という分野に触れられるような企画をしたい。 

・車いすに乗るのが難しい患者さんも楽しめる、気軽に

参加できる企画や就労経験の場を提供したい。 

 

２．助成金使途報告書 

■ 収入の部（助成の対象となった事業の分のみ） 

確保した資金内容 金額（円） 備考 

みやぎスマイル基金助成金 280,000  

自己資金 21,124  

合計 301,124  

■ 支出の部（助成の対象となった事業の分のみ） 

費目 内容 予算額 実支出額 
助成金からの 

支出額 

領収書 

№ 

プロレス

依頼費用 

プロレス依頼費 230,000 162,000 162,000 1 

振込手数料 0 432 0 2 

昼食代 0 32,400 32,400 3 

会場費 体育館借用 20,000 11,520 11,520 4 

光熱費 0 468 468 5 

広報活動

費 

ガソリン代 0 3,701 3,701 6 

ポスターデザイン 5,000 5,000 5,000 7 
ポスター印刷 5,000 5,000 5,000 8 

会議費 介護タクシー1 10,000 5,000 5,000 9 

介護タクシー2 0 12,000 12,000 10 

介護タクシー3 0 7,000 7,000 11 

介護タクシー4 0 10,000 0 12 

記念品費・

レク費 
飲料、お菓子等 10,000 7,765 3,137 13 

サインペン等 10,000 6,064 0 14 

写真用紙等 0 11,774 11,774 15 

謝金 受付アルバイト 3,000 3,000 3,000 16 

案内アルバイト 3,000 3,000 3,000 17 

案内アルバイト 0 3,000 3,000 18 

アルバイト交通費 4,000 12,000 12,000 19 

合計 
 280,000 301,124 280,000  

＊用紙が足りない場合は他の用紙などで補ってください。 

 

３．送付必要書類 

（１）みやぎスマイル基金 助成活動報告書 

（２）領収書のコピー（助成金から支出した分のみ）番号を振ってください 

（３）成果物（活動をまとめた冊子、パンフレットおよび写真など） 



電話、または FAX にて下記３点をご連絡ください。

①お名前 ②参加人数 ③ご連絡先
※人数に制限がございますので、予めご了承願います。

【主催・問い合わせ】

仙台西多賀 ENJOY LIFE STATION

(仙台西多賀病院 医療福祉相談室内)

TEL 022-245-2888／FAX 022-245-1811

☆この企画は「COOPトリプルカード スマイル基金」の助成金を受け実施しています☆

申し込み方法

令和元年 6 月 22 日(土)
14 時 00 分～15 時 30 分

宮城県立

仙台西多賀支援学校 体育館

仙台市太白区鈎取本町二丁目 11－17

日時

会場

14 時 00 分～ プロレス観戦

「西多賀特別エキシビションマッチ」

14 時 45 分～ トークショー
プロレスのルール説明＆質問コーナー


